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３・３近畿総決起集会３・３近畿総決起集会

岩手の県立病院へ携帯型エコー寄贈

歯科・医科・協同組合 原 発 ゼ ロ
の会・大阪

会場をうめる参加者ら＝１月17日、神戸市

会場は参加者の熱気にあふれた

仮
設
診
療
所
で
石
木
幹
人
院
長
（
中
）
と

上
野
医
師
（
右
）
へ
目
録
を
届
け
る
中
村

理
事
長
（
左
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３月３日（土）15：00～
（集会後、御堂筋パレード）

会場：御堂会館

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン※参加申し込みは協会事務局まで

知事からお礼状届く 未
来
を
考
え
、い
ま
行
動
を

東
北
か
ら
地
元
民
抜
き
の
復
興
計
画
を
告
発

救
援
復
興
兵
庫
県
民
会
議

阪
神
・
淡
路
大
震
災
17
年
で
メ
モ
リ
ア
ル
集
会 意

見
ポ
ス
タ
ー
賛
同
者
募
集

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
学
習
会

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
１
周
年

す
す
め
よ
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
震
災
復
興
支
援

日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　
12
時
〜
文
化
行
事
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
14
時
〜
集
会
、
15
時
〜
パ
レ
ー
ド

場
所　

扇
町
公
園

主
催　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪

な
く
せ
原
発
３・
11

　
　

府
民
１
万
人
集
会

和
田
武
日
本
環
境
学
会
会
長
が
講
演

　

野
田
・
民
主
党
政
権
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
「
事
故
収
束
」
を
宣
言
し
、
原
発
再

稼
動
の
推
進
を
強
め
る
中
、
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
運
動
を

広
げ
よ
う
と
、「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
は
２
０
１
１
年
12
月
17
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

「
大
学
習
・
交
流
会
」
を
開
催
し
、
１
４
８
人
が
参
加
し
た
。
同
会
呼
び
か
け
人
の
一
人

で
、
日
本
環
境
学
会
会
長
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
代
表
の
和
田
武
氏
（
元
立
命
館
大

学
教
授
）
が「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
と
日
本
で
の
普
及
促
進
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

歯
科
協
会
・
医
科
協
会
・

協
同
組
合
の
三
団
体
は
、
岩

手
県
立
高
田
病
院
に
携
帯
型

超
音
波
診
断
装
置
を
寄
贈

し
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事

か
ら
小
澤
力
理
事
長
ら
に
お

礼
状
が
届
い

た
。

　

昨
年
協
同
組

合
ま
つ
り
で
東

日
本
大
震
災
被

災
地
の
医
療
状

況
報
告
の
た
め

に
招
へ
い
し
た

同
病
院
の
上
野

正
博
医
師
か

ら
、
仮
設
住
宅

で
身
動
き
で
き

な
い
高
齢
者
の

往
診
用
に
ほ
し

い
と
聞
か
さ

れ
、
三
団
体
で
寄
贈
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
。

　

三
団
体
を
代
表
し
て
協
同

組
合
の
中
村
厚
理
事
長
と
湯

浅
直
巳
専
務
理
事
が
昨
年
12

月
22
日
、
陸
前
高
田
市
の
同

病
院
仮
設
診
療
所
に
持
参
し

た
。

　

仮
設
診
療
所
で
は
午
前
中

２
０
０
〜
３
０
０
人
の
外
来

患
者
を
診
察
し
、
午
後
は
訪

問
診
療
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
上
野
先
生
は
、「
さ
っ

そ
く
訪
問
診
療
に
活
用
し
た

い
」
と
喜
ば
れ
て
い
た
。 

　

寄
贈
に
あ
た
っ
て
は
日
立

メ
デ
ィ
コ
大
阪
支
店
に
も
協

力
を
い
た
だ
い
た
。

　

阪
神
大
震
災
か
ら
17
年
目

を
迎
え
た
１
月
17
日
、
神
戸

で
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地

地
域
社
会
発
展
に
効
果

　

和
田
氏
は
地
球
温
暖
化
を

回
避
す
る
た
め
に
も
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
中
心
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
地

震
に
よ
る
事
故
や
放
射
性
廃

棄
物
の
危
険
性
に
触
れ
な
が

ら
、
政
府
が
進
め
て
き
た
温

暖
化
対
策
が
原
発
依
存
を
前

提
に
し
て
い
る
こ
と
を
批
判

し
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
つ

資
源
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
指
摘
し
た
和
田

氏
。
原
子
力
・
化
石
燃
料
が

油
田
な
ど
特
定
の
地
域
集
中

で
将
来
的
に
は
枯
渇
す
る
一

方
、
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
無
限
で
安
価
で

分
散
し
て
い
る
と
説
明
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
手
段
で
も
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小
規
模
分

散
型
で
市
民
を
は
じ
め
と
し

た
幅
広
い
担
い
手
が
可
能
と

な
り
、
地
球
環
境
や
資
源
保

全
、
雇
用
創
出
に
役
立
つ
と

語
っ
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
で

は
電
力
買
取
制
度
を
背
景
に

農
村
地
域
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
に
取
り
組
み
、
過
疎

地
域
の
発
展
に
も
好
影
響
を

与
え
て
い
る
と
紹
介
。
日
本

で
も
高
知
県
梼
原
村
な
ど
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
が
始
ま
っ
て

い
る
様
子
を
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
和
田
氏
は
、
日

本
で
の
普
及
促
進
へ
向
け

て
、
２
０
１
２
年
７
月
に
実

施
さ
れ
る
電
力
買
取
制
度
で

は
、
電
力
会
社
に
よ
る
全
量

買
取
や
設
置
費
用
を
ま
か
な

え
る
よ
う
な
価
格
・
期
間
設

定
な
ど
が
必
要
と
訴
え
た
。

市
民
が
国
を
変
え
る

　

最
後
に
和
田
氏
は
、
市
民

が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ

り
、
地
域
が
変
わ
れ
ば
国
が

変
わ
り
、
国
が
変
わ
れ
ば
世

界
が
変
わ
る
と
述
べ
て
、

「
未
来
の
こ
と
を
考
え
、
い

ま
行
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

大
阪
労
連
の
川
辺
和
宏
議

長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
野

田
首
相
の
「
収
束
宣
言
」
は

根
拠
が
無
く
、
事
態
の
も
み

消
し
を
狙
っ
た
も
の
と
批
判

し
、「
原
発
ゼ
ロ
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
る
大
道
を

前
進
さ
せ
運
動
を
飛
躍
さ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
は
、
年
内
に
１
千
団
体
、

１
万
人
の
会
員
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。
賛
同
者
の

名
前
を
掲
載
す
る
意
見
ポ
ス
タ
ー
の
第
２
号
を
準
備

し
て
お
り
、
団
体
（
年
会
費
６
千
円
）、
個
人
（
入

会
金
１
口
千
円
）
の
賛
同
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

入
会
賛
同
方
法

名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
も
）、
住
所
、
入
会
金
口
数
、
ポ
ス
タ
ー

へ
の
名
前
の
掲
載
可
否
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
し
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
の
上
入
金

く
だ
さ
い
。

〒
５
４
０
―
０
０
２
６　

大
阪
市
中
央
区
内
本
町
２
―
１
―

19
内
本
町
松
屋
ビ
ル
10　

３
７
０
号　

大
阪
か
ら
公
害
を
な

く
す
会
気
付
℡
06
―
６
９
４
９
―
８
１
２
０　

⒝
06
―
６
９

４
９
―
８
１
２
１　

e-m
ail

：info@
oskougai.com

　

振
込
先　

近
畿
労
働
金
庫　

大
阪
中
央
支
店　

普
通
預
金　

８
３
８
９
２
８
２　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
（
ゲ
ン
パ
ツ
ゼ

ロ
ノ
カ
イ
・
オ
オ
サ
カ
）

と
結
ぶ
阪
神
・
淡
路
大
震
災

17
年
メ
モ
リ
ア
ル
」
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
集
会
は
救

援
復
興
兵
庫
県
民
会
議
の
主

催
。
全
国
災
害
対
策
連
絡
会

を
代
表
し
保
団
連
・
住
江
憲

勇
会
長
が
挨
拶
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
阪
神
大
震
災
の
教
訓
が
生

か
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
も

東
北
地
方
と
の
連
帯
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

集
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
の
岩
手
、福
島
、宮

城
各
県
か
ら
の
現
状
報
告
と

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
か
ら

の
報
告
が
あ
り
、
東
北
で
は

冬
の
仮
設
住
宅
で
の
厳
し
い

暮
ら
し
や
宮
城
県
震
災
復
興

会
議
は
地
元
民
が
構
成
員
に

入
ら
な
い
ま
ま
復
興
計
画
が

進
ん
で
い
る
と
告
発
し
た
。

・これ以上の社会保障後退、消費税増税は許さない！
・「一体改革」は撤回しよう！
・徴税強化、プライバシー監視の共通番号制反対！
・利用者も介護者も安心できる介護制度を
・亡国のＴＰＰ加盟反対！
・医療費窓口負担を軽減せよ！
・「原発ゼロ」、自然エネルギーに転換を！

　

阪
神
大
震
災
被
災
地
か
ら

は
17
年
の
歳
月
を
経
て
、
よ

う
や
く
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
築
か
れ
だ
し
た
も
の

の
、
公
営
住
宅
入
居
者
を
見

知
ら
ぬ
土
地
へ
転
居
を
迫
っ

た
り
、
被
災
者
の
高
齢
化
が

進
む
な
ど
新
た
な
問
題
が
出

て
き
て
い
る
。

　

神
戸
大
学
の
石
橋
克
彦
名

誉
教
授（
地
震
学
）が
「
原
発

震
災
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
」
と
題
し
記
念
講
演
。
日

本
の
原
発
増
殖
期
は
地
震
活

動
静
穏
期
で
あ
っ
た
が
、
１

９
９
５
年
頃
か
ら
日
本
列
島

は
地
震
活
動
期
に
入
っ
て
お

り
、
特
に
若
狭
湾
に
は
35
年

以
上
の
老
朽
原
発
が
６
基
あ

る
。
原
発
を
止
め
な
い
と
第

二
、
第
三
の
福
島
原
発
事
故

が
繰
り
返
さ
れ
か
ね
な
い
状

況
に
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

ストップ！社会保障と税の「一体改革」　やさしい社会をつくろう


